
【添付資料１】 

環境影響評価書の概要 

 

１． 事業者の名称、代表者の氏名及び主たる事務所の所在地 

 事業者の名称：関西電力株式会社 

 代表者の氏名：取締役社長 森 詳介 

 主たる事務所の所在地：大阪府大阪市北区中之島３丁目６番１６号 

 

２． 対象事業の名称 

 姫路第二発電所（設備更新） 

 

３． 対象事業の目的 

姫路第二発電所の既設設備を有効に活用した上で、最新鋭の１,６００℃級ガスタービンを用い

た世界最高水準の熱効率を有するコンバインドサイクル発電方式に設備更新することで、さらなる

環境負荷の低減と、高効率で競争力のある電源確保に資する。 

 

４． 対象事業の概要 

（１） 対象事業実施区域 

 姫路第二発電所（兵庫県姫路市飾磨区妻鹿常盤町） 

 

（２） 設備概要等 

項 目 現 状 設備更新後 

発電方式 汽力発電方式 コンバインドサイクル発電方式 

発電所出力 

２５５.０万ｋＷ 
（２５.０万ｋＷ×１基、 

 ３２.５万ｋＷ×２基、 

 ４５.０万ｋＷ×１基、 

 ６０.０万ｋＷ×２基） 

２９１.９万ｋＷ（大気温度４℃）

（４８.６５万ｋＷ×６基） 

使用燃料 天然ガス 天然ガス 

発電端熱効率 
（低位発熱量基準） 

約４２％ 約６０％ 

排出濃度 １６～１０５ ppm ４ ppm 窒 素 
酸化物 排 出 量 ４５３m3N／h ７０.８m3N／h 

ＣＯ２排出原単位 ０.４７０kg-CO2／kWh ０.３２７kg-CO2／kWh 

環
境
保
全
対
策 

復水器の 
冷却方式等 

海水冷却方式 
冷却水量：１０３m3／s 

海水冷却方式 
冷却水量：６０m3／s 

 

（３） 工事期間（予定） 

 工事着工時期：平成２２年７月 

 運転開始時期：平成２５年１０月～平成２７年１０月（１～６号機まで順次運転開始） 



対象事業実施区域の位置 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 
５． 環境影響評価の項目 

影響要因の区分 環境要素の区分 

工事用資材等の搬出入 大気質（窒素酸化物、浮遊粒子状物質、粉じん等）、騒

音、振動、主要な人と自然との触れ合いの活動の場 

建設機械の稼働 大気質（窒素酸化物、粉じん等）、騒音、振動 

工
事
の
実
施 

造成等の施工による一時的な影響 水質（水の濁り）、産業廃棄物、残土 

地形改変及び施設の存在 

動物（重要な種及び注目すべき生息地；海域に生息す

るものを除く）、植物（重要な種及び重要な群落；海域

に生育するものを除く）、景観（主要な眺望点及び景観

資源並びに主要な眺望景観） 

排ガス 大気質（窒素酸化物）、温室効果ガス等（二酸化炭素）

排水 水質（水の汚れ、富栄養化） 

温排水 水質（水温）、動物（海域に生息する動物）、植物（海

域に生育する植物） 

施設の稼働 

機械等の稼働 騒音、振動 

資材等の搬出入 大気質（窒素酸化物、浮遊粒子状物質、粉じん等）、騒

音、振動、主要な人と自然との触れ合いの活動の場 

土
地
又
は
工
作
物
の
存
在
及
び
供
用 

廃棄物の発生 産業廃棄物 

 
６． 主な環境保全措置 

（１） 大気環境保全対策 

・ 最新鋭の１,６００℃級ガスタービンを用いたコンバインドサイクル発電方式の採用により、熱

効率を現状の約４２％から世界最高水準の約６０％に向上させ、発電電力量当たりの二酸化炭素

排出量（ＣＯ２排出原単位）を低減する。 

・ ガスタービンの燃焼器に低ＮＯｘ燃焼器を採用し、排煙脱硝装置を設置することにより、窒素酸

化物の排出濃度及び排出量を低減する。［窒素酸化物排出濃度：４ppm（Ｏ２＝１６％換算）、窒素

酸化物排出量：現状の１／６以下の７０.８m3N/h］ 

・ 煙突を集合化することにより、窒素酸化物の着地濃度の低減を図る。 

（２） 温排水対策 

・ 高効率コンバインドサイクル発電方式の採用により、将来の冷却水量を現状の約６割に低減する。 

（３） 一般排水対策 

・ 発電用排水及び生活排水は、既設の排水処理設備により適切に処理する。 

・ 排水量を現状より低減し、汚濁負荷量を現状より減少する。 

（４） その他 

・ 取放水設備、用水設備、排水処理設備及び開閉所設備等の既設設備を有効活用することにより、

新設設備の工事量の低減を図る。 

・ 発電所の敷地（面積約７５万m2）の約２４％を占める約１８万m2の緑地は、極力そのまま保全し、

引き続き適切に育成管理する。 

 



７． 主な予測・評価の概要 

（１） 大気環境 

年間の気象データ等に基づいて発電所排煙の着地濃度を予測した結果、煙突から排出された窒素

酸化物の着地濃度（年平均値）は現状より大幅に低減し、着地濃度の最大は 0.00007 ppm と極め

て低い濃度になることから、環境への影響は少ないものと考えられる。 

また、ＣＯ２排出原単位については、現状の０.４７０kg-CO2/kWh から０.３２７kg-CO2/kWhに約

３割低減する。 

（２） 温排水 

温排水による水温上昇域を予測した結果、海表面の１℃上昇域は現状の１３.５km2 から将来は 

７.４km2となり、周辺海域の水温に及ぼす影響は低減されるものと考えられる。 

（３） 一般排水 

発電設備からの排水は、既設の排水処理設備で適切に処理し、排水中の化学的酸素要求量、全窒

素、全燐の排水濃度については現状からの増加はなく、また排水量は現状より低減し、汚濁負荷

量は現状に比べ減少することから、海域の水質に及ぼす影響は少ないものと考えられる。 

 

８． 環境監視計画 

工事中は、工事工程の適切な管理を行い、工事関係車両の運行状況の把握、工事排水の水質監視

等を行う。 

運転開始後は、煙突入口における排ガスの窒素酸化物濃度の監視、排水処理施設出口での水質や

取放水口おける水温の監視等を行う。 

 

９． 環境影響の総合評価 
本事業の推進に当たっては、世界最高水準の高効率コンバインドサイクル発電方式、低ＮＯｘ燃

焼器、排煙脱硝装置等を採用し、取放水口等の既設設備の有効活用による工事規模の縮小、工事の

実施における大気質、騒音、振動及び水質等の対策により、環境に及ぼす影響を可能な限り低減す

る計画とした。 
本事業の実施に伴う環境影響評価を実施した結果、実行可能な範囲内で環境影響を回避又は低減

しており、国又は地方公共団体が定めている環境基準及び環境目標等の維持・達成に支障を及ぼす

ものではなく、本設備更新計画は適正であると評価する。 

 
以  上  


